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地下1600mに下水汚泥封入
～究極の汚泥処理・EPAが 許可～

メタンガスの取り出しヘ
米 国 ロサ ンゼ ル ス市 が進 め て いた地 下

1600mに 下 水 汚泥 を注 入 し、将 来 メ タ ン

ガ ス を取 り出 す実 験 に EPA(米 国 環境

保 護 庁 )が 正 式 許 可 を 出 し、 「究 極 の 汚

泥 処 と して世界 中か ら注 目が 集 ま っ

て い る。

計 画 に よ る と ロス市 か ら発 生 す る 日量

730トンの下 水 汚 泥 の うち 400トンを下水 処 理

水 で ス ラ リー化 し、 ロス近 郊 の タ ー ミナ

ル アイ ラ ン ド (人 口島 )の 地 下 、 約 1600

m付 近 の砂 岩 帯 にポ ンプ で圧 入 す る。 汚

泥 は時 間 と ともに嫌気 桂 発 酵 に て メタ ン

ガ ス と炭 酸 ガ ス に分 解 され るが、 この う

ち メ タ ンガ ス だ け を取 り出 し、 エ ネル ギ
ー源 (発電 に使 う と3500世 帯 の電 力量 に

相 当 )と す る。 炭 酸 ガ ス (年間 8万 ■千
トン)は 、 地 下 に固定 され るた め地 球 温暖

化防 止 に な る。

掘 られ る井 戸 パ イプ は 3本 で、 汚泥 注

入用 に ■本 、 他 の 2本 は モ ニ タ リング用

であ る。 モ ニ タ リング に は UCLAと 力

リフ ォル ニ ア州 も参 加 す る。

この計 画 は 2001年 に提案 され たが、地

下水 汚染 の問 題 で近 隣 の地 区 か ら裁 判 を

起 こされ て い た。 調 査 の結果 、地 下 水帯

は 800m付 近 で あ り、 しか も塩 水 で 飲 料

に適 さな い ことが判 明、 昨年 末 に EPA

が 5年 間 の実験許 可 を出 し、 2007年 か ら

実 験 が始 まる。

実験 を担 当 するテ ラ ログ社 に よる と、

彼 らは既 にカ ナダの アル バ ー タ州 で、 油

類廃 棄 物 で成功 してい る。下 水 汚 泥 は 「世

界 で初 め てだが 自信 が あ る」 と述 べ て い

る。

今 回 の実験 費用 は約 3白 力 彬 であ り、

ロス市 が 3分 の 2を 負 担 す る。 現 在 ロス

市 の汚泥 処 理 は、 25k m離 れ た緑 農 地 に

毎 日 トラ ック 50台 で運 搬 して お り、 その

経 費 は 5百 万 彬/年 とな って い る。

ロス市 当局 者 は、 この計 画 が成 功 す る

と、 「再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 創 出、炭 酸

ガ ス の地 下 固 定、廃 葉 物 処 分 場 が 不 要 」

と一 石三鳥 とな り金米 の下 水 汚泥処 理 の

モ デ ル ケ ー ス に な る こ と を 確 信 し て い

る。 また全 米各地 に、枯 渇 した油 田 や ガ

ス田が数 多 くあ り、 その活用 も考 え られ

る と述 べ てい る。

汚泥大 国 の 日本、 国策 と して検 討 すべ

きプ ロジ ェク トであ ろ う。
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